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研究成果の概要（和文）：岩手県花巻市大迫地区に居住する地域住民を対象に，口腔状態および口腔機能とフレ
イルとの関連を検討した．
　解析の結果，現在歯数20歯未満とBMI低下との有意な関連を認めた(p<0.05)．最大咬合力および咀嚼能率の低
下についても有意とはならなかったがBMI低下との関連する傾向を認めた．認知機能低下についても，現在歯数
20歯未満と認知機能低下との有意な関連を認めた(p<0.05)．
　本研究より，口腔保健指標はフレイル指標と関連することが示唆され，フレイル対策における口腔機能の維
持・改善の必要性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：I examined the relationship between oral health and frailty targeting 
community-dwelling adults who living Ohasama town, Iwate prefecture. As a results, the participants 
with less than 20 teeth was associated with underweight than participants with more than 20 teeth (p
 < 0.05). The maximum occlusal force and decrease in chewing efficiency was not significant, but 
tended to related to underweight. There was a significant association between the less than 20 teeth
 and cognitive impairment (p <0.05).
The present study suggested that oral health is associated with indicator of frailty, and suggested 
the significance for maintenance and improvement of oral function to prevent frailty. 

研究分野： 高齢者歯科学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
口腔の健康が全身の健康と関連することは様々な疫学研究の結果より明らかになりつつあり，口腔の健康が健康
寿命と関連することも報告されている．また，近年は要介護認定の手前の段階とされているフレイル対策が着目
されており，口腔保健もフレイル対策に寄与できると考えれらている．本邦におけるフレイルは低栄養による低
体重によるものが多くを占める．本研究においても，現在歯数や最大咬合力，咀嚼能率などの指標が低体重と関
連または傾向を示すことが認められ，フレイル対策において，良好な咀嚼能力を発揮させる必要が示唆された．
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１．研究開始当初の背景 
 健康寿命の延伸は，本邦における喫緊の課題である．その対策として，要介護状態を未然に食
い止めるフレイル予防が重要視されている．フレイル対策として，歯科が求められる役割も大き
く，全身の健康との関連が確からしい口腔の健康を保つことがフレイル対策に寄与しうること
は充分に考えられることである． 
 
２．研究の目的 
 地域在住者における現在歯数等の咀嚼能力と関連する指標とフレイル指標との関連を横断・
縦断的に検証することが目的である． 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は，大迫研究の一般住民コホートが母体である．大迫研究とは，東北大学医学系研究科
を中心に 1986 年より続く，岩手県花巻市大迫地区の一般住民を対象とした循環器疾患に関わる
長期前向きコホート研究である．2005 年から歯科検診も開始し，歯科口腔保健指標と脳卒中を
始めとする要介護の原因疾患との関連解明を目的に研究が続けられている．  
検診は岩手県花巻市大迫地区の一般住民を対象に毎年実施している．大迫地区は 4 地区に分

かれており，検診は旧大迫町内 4地区を年替わりに巡回して実施するため，4年間隔での追跡調
査が可能となる．検診項目は，口腔の指標として現在歯数，最大咬合力（図１），咀嚼能率（図
２）を測定し，フレイル指標としては身体的フレイルの指標として Body Mass Index(BMI)，精
神的フレイルの指標として Mini Mental State Examination(MMSE)を用いた認知機能とした．そ
の他の項目として，年齢，性別，喫煙，飲酒，既往歴，教育歴とした．これらを基に口腔保健指
標とフレイル指標との関連を，統計学的手法を用いて検討を行った． 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

４．研究成果 
（１）咀嚼能力指標と BMI 低下との関連 
研究期間中の検診参加者 83 名を解析したところ，現在歯数 20 歯未満と BMI の低値（日本人



の食事摂取基準の目標値以下）は有意な関連を示した(p< 0.05)． 
最大咬合力および咀嚼能率と BMI 低値の関連は，有意とはならなかったものの，その傾向を認

めた．以上より，咀嚼能力指標と BMI 低値との関連が認められ，咀嚼能力の低下が身体的フレイ
ルと関連することが示唆された．大迫研究での咀嚼能力指標の測定は開始して間もなく，サンプ
ルサイズの不足も考えられる．今後の継続的な測定によってサンプルサイズの拡大を目指し，豊
富に採取された交絡因子の影響を組み込んだうえでの解析を行っていく予定である． 
（２）現在歯数と認知機能低下との関連 
初回検診時に認知機能低下が認めらない 65 歳以上地域高齢者 326 名を 4 年間追跡した．4 年

後の追跡調査に参加した 140 名を対象に，初回検査時の現在歯数と認知機能低下との関連を検
討した．現在歯数は中央値を用いて 2 群に区別した．認知機能低下は MMSE が 25 点を下回った
場合とみなした．共変量は，年齢，性別，疾患既往歴（高血圧，糖尿病，脳卒中，心筋梗塞，高
脂血症），抑うつ傾向，BMI，喫煙，飲酒，教育歴，ベースライン時の MMSE とした．両者の関連
は多重ロジスティック回帰分析を用いて検討した． 
解析の結果，多数歯欠損者（10 歯未満）の認知機能低下発生のオッズ比は有意に高値を示し

た（表１）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 以上の結果より，ベースライン時に多数歯欠損であることは精神的フレイル指標の一つであ
る認知機能低下の新規発生と関連していた． 
 本研究より，現在歯数の低下などの不良な口腔状態がフレイルを構成する指標の一つである
低い BMI や認知機能低下と横断的，縦断的に関連していた．フレイル予防のために，歯科的介入
の必要性が示唆された． 
 今後は，本コホートが高齢者総合機能評価（CGA）の側面も担いつつあることから，フレイル
ティインデックスを用いて，口腔機能とフレイルティインデックスにて定義されるフレイルと
の関連を縦断的に検討する予定である． 
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